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東京都千代田区丸の内一丁目5番1号 

お問合わせ先 

TEL 03-5219-5947 

（受付時間 営業日の9:00～17:00） 

https://www.franklintempleton.co.jp 

 

 

◇当ファンドの仕組みは、次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／海外／資産複合 

信 託 期 間 2017年５月31日から2044年３月22日まで 

運 用 方 針 

主に米国の金融商品取引所に上場している

株式および不動産投資信託を含む投資信託

証券に投資を行うことにより、配当収入の確

保と信託財産の中長期的成長を目指します。 

主要運用対象 

当ファンド 

「フランクリン・テンプルト

ン・米国連続増配株マザー

ファンド」受益証券を主要投

資対象とします。 

フランクリン・ 

テンプルトン・ 

米国連続増配株 

マザーファンド 

米国の金融商品取引所に上場

している株式および不動産投

資信託を含む投資信託証券を

主要投資対象とします。 

組 入 制 限 

当ファンド 

株式への実質投資割合には、

制限を設けません。 

外貨建資産への実質投資割

合には、制限を設けません。 

フランクリン・ 

テンプルトン・ 

米国連続増配株 

マザーファンド 

株式への投資割合には、制限

を設けません。 

外貨建資産への投資割合に

は、制限を設けません。 

分 配 方 針 

決算日（原則として毎年３月、６月、９月及

び12月の20日。休業日の場合は翌営業日）に、

配当等収益を勘案し収益の分配を行います。 

 
  

 
 

運用報告書（全体版) 

 

第35期 決算日 2025年12月22日 

第36期 決算日 2026年３月23日 

 

－ 受益者のみなさまへ － 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて､「フランクリン・テンプルトン・米国連続増配株

ファンド（３ヵ月決算型）｣は、2026年３月23日に第36

期の決算を行いましたので、第35期、第36期の運用状

況と収益分配金をご報告申し上げます。 

今後とも一層のご愛顧を賜りますようお願い申し上げ

ます。 

 

 



品 名：90053_530040_036_04_フランクリン・テンプルトン・米国連続増配株ファンド（３ヵ月決算型）_1099656.docx 

日 時：2026/5/7 16:27:00 

ページ：1 

 

－ 1 － 

○最近10期の運用実績 

決 算 期 
基 準 価 額 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ ％ ％ 百万円 

27期(2023年12月20日) 10,187 40 △1.3 82.2 － 15.7 2,932 

28期(2024年３月21日) 10,713 80 5.9 84.3 － 13.0 2,653 

29期(2024年６月20日) 11,391 40 6.7 82.8 － 15.2 2,597 

30期(2024年９月20日) 10,542 990 1.2 84.4 － 16.3 2,295 

31期(2024年12月20日) 10,825 40 3.1 81.9 － 14.9 2,399 

32期(2025年３月21日) 10,500 260 △0.6 83.9 － 15.4 2,265 

33期(2025年６月20日) 9,902 40 △5.3 82.7 － 14.9 2,094 

34期(2025年９月22日) 10,473 40 6.2 84.0 － 15.0 2,140 

35期(2025年12月22日) 11,250 40 7.8 84.6 － 15.2 2,133 

36期(2026年３月23日) 10,506 1,220 4.2 93.7 － 17.0 1,859 
 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組入れますので、「株式組入比率」「株式先物比率」「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しております。

（注） 株式先物比率は買建比率－売建比率。 

（注） 市場に広く認知されているベンチマーク等で、当ファンドのリスク特性を正確に反映する指標が見当たらないため、現状では、当ファ

ンドの収益率およびリスク特性を特定のベンチマーク等と比較しておりません。 

 

○当作成期中の基準価額と市況等の推移 

決 算 期 年 月 日 
基 準 価 額 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

第35期 

(期  首) 円 ％ ％ ％ ％ 

2025年９月22日 10,473 － 84.0 － 15.0 

９月末 10,607 1.3 84.0 － 14.7 

10月末 10,927 4.3 83.9 － 14.7 

11月末 11,379 8.7 83.3 － 15.0 

(期  末)      

2025年12月22日 11,290 7.8 84.6 － 15.2 

第36期 

(期  首)      

2025年12月22日 11,250 － 84.6 － 15.2 

12月末 11,233 △ 0.2 82.6 － 14.9 

2026年１月末 11,486 2.1 84.4 － 14.3 

２月末 12,401 10.2 83.7 － 15.0 

(期  末)      

2026年３月23日 11,726 4.2 93.7 － 17.0 
 

（注） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組入れますので、「株式組入比率」「株式先物比率」「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しております。

（注） 株式先物比率は買建比率－売建比率。 
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○運用経過  

 作成期間中の基準価額等の推移 (2025年９月23日～2026年３月23日)

 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額は、作成期首（2025年９月22日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 

当作成期のパフォーマンス（騰落率）は、プラスとなりました。 

株式要因については、保有銘柄からの配当を手堅く確保したことなどから、プラスとなりました。

また、米ドル・円相場が米ドル高・円安となったことから、為替要因もプラスとなりました。 
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 投資環境 (2025年９月23日～2026年３月23日)
 
当作成期の米国株式相場は、下落しました。 

期の前半は、通商政策を巡り対立が続いて

きた米中両国による首脳会談への期待や、市

場予想を下回る米消費者物価指数（CPI）を

受けて、米連邦準備制度理事会（FRB）によ

る追加利下げ観測が強まったことを背景に、

株式市場は上昇しました。しかし、その後は

FRB高官が追加利下げに慎重な姿勢を示した

ことや、割高感への懸念からハイテク株が売

られたことを背景に、株式市場は下落に転じ

ました。 

期の半ばは、米政府機関の一部閉鎖により

遅れて公表された2025年９月の米雇用統計

において、失業率が2021年10月以来、約４年

ぶりの高水準となったことを受けて、FRBの追加利下げ観測が再び強まったため、株式市場は上昇

に転じました。一方、人工知能（AI）インフラ投資の拡大を受けた企業収益悪化懸念などを背景に、

株式市場では調整局面もみられました。 

期の後半は、AIインフラ投資拡大の恩恵を受ける企業への期待感が下支えとなる一方、AIが既存

産業に与える影響への警戒感が重荷となり、株式市場は方向感に乏しい展開となりました。その後

は、イラン情勢の緊迫化を背景としたリスクセンチメントの悪化や、原油価格の高騰を受けたイン

フレ懸念からFRBの利下げ期待が後退したことにより、期末にかけて、株式市場は下落しました。 

 

当作成期の米ドル・円相場は、米ドル高・

円安となりました。 

期の前半は、自民党総裁選において財政拡

張や金融緩和を志向するとされる高市氏が

勝利したことを受けて、米ドルなどの主要通

貨に対して円が大幅に下落しました。また、

FRB高官が追加利下げに慎重な姿勢を示した

ことも、米ドル高・円安の要因となりました。 

期の半ばは、高市首相が衆議院を解散する

との見方が浮上し、一段の財政出動による財

政悪化が嫌気されたことから、米ドル高・円

安が優勢となりました。 

期の後半は、日米両国が為替介入の前段階

となるレートチェックを協調的に実施した

との観測が広がり、為替市場で円買いが進むなか、米ドル安・円高に転じました。しかし、期末に

かけてはイラン情勢の悪化を背景とした原油先物価格の高騰を受けて、FRBの利下げ観測が後退し

たため、米ドル高・円安が再度優勢となりました。  
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 当ファンドのポートフォリオ (2025年９月23日～2026年３月23日)
 

当ファンドは、主に「フランクリン・テンプルトン・米国連続増配株マザーファンド」受益証券

への投資を通じて、主に米国の金融商品取引所に上場している株式および不動産投資信託を含む投

資信託証券に投資を行うことにより、配当収入の確保と信託財産の中長期的成長を目指して運用に

努めてまいりました。当作成期の運用においては、一定期間にわたって実質的に連続増配をしてい

る銘柄の中から、財務の健全性や収益の安定性等に着目して組入れを行いました。また、銘柄およ

び業種の分散等を考慮してポートフォリオを構築しました。 

 

 分配金 (2025年９月23日～2026年３月23日)
 

分配金につきましては、以下の通りとさせていただきました。なお、収益分配に充当しなかった

利益につきましては信託財産中に留保し、運用の基本方針に基づき運用を行います。 

 

○分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第35期 第36期 

2025年９月23日～ 
2025年12月22日 

2025年12月23日～ 
2026年３月23日 

当期分配金 40  1,220  

(対基準価額比率) 0.354％ 10.404％ 

 当期の収益 40  471  

 当期の収益以外 －  748  

翌期繰越分配対象額 1,250  505  
 

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

○今後の運用方針 

当ファンドは、米国の連続増配を行っている企業の株式および不動産投資信託を含む投資信託証

券への投資を目的としたファンドです。ポートフォリオにおいては、一定期間にわたって実質的に

連続増配をしている銘柄の中から、財務の健全性や収益の安定性等に着目して組入れを行います。

また、銘柄および業種の分散等を考慮してポートフォリオの構築を行う方針です。 
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○１万口当たりの費用明細 (2025年９月23日～2026年３月23日) 

項 目 
第35期～第36期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 96  0.845  (a)信託報酬＝作成期間の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 47)  (0.411)  委託した資金の運用の対価 

 （ 販 売 会 社 ） ( 47)  (0.411)  交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の 
情報提供等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） (  2)  (0.022)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 2   0.018   (b)売買委託手数料＝作成期間の売買委託手数料÷作成期間の平均受益権口数 
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） (  2)  (0.017)   

 （ 投 資 信 託 証 券 ） (  0)  (0.001)   

（c） そ の 他 費 用 5   0.040   (c)その他費用＝作成期間のその他費用÷作成期間の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） (  1)  (0.010)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の 
送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） (  1)  (0.012)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ 印 刷 等 費 用 ） (  1)  (0.013)  印刷等費用は、印刷業者等に支払う法定書類の作成、印刷、交付および届出に 
係る費用 

 （ そ の 他 ） (  1)  (0.005)  権利処理に伴う費用（外国税額分も含む) 

 合 計 103   0.903    

作成期間の平均基準価額は、11,338円です。  

 
（注） 作成期間の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出し

た結果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） 売買委託手数料およびその他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを

含みます。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を作成期間の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ご

とに小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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（参考情報） 

◯総経費率 

作成期間中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料およ

び有価証券取引税を除く。）を作成期間中の平均受益権口数に作成期間中の平均基準価額（１口当

たり）を乗じた数で除した総経費率（年率）は1.76％です。 
 

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含みます。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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○売買及び取引の状況 (2025年９月23日～2026年３月23日) 

 

銘 柄 
第35期～第36期 

設 定 解 約 
口 数 金 額 口 数 金 額 

 千口 千円 千口 千円 
フランクリン・テンプルトン・米国連続増配株マザーファンド 10,925 29,164 141,052 371,713 

 
（注） 単位未満は切捨て。 

 

○株式売買比率 (2025年９月23日～2026年３月23日) 

 

項 目 
第35期～第36期 

フランクリン・テンプルトン・米国連続増配株マザーファンド 

(a) 当作成期中の株式売買金額 2,246,001千円 
(b) 当作成期中の平均組入株式時価総額 4,278,716千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.52   
 
（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

（注） 単位未満は切捨て。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2025年９月23日～2026年３月23日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○第二種金融商品取引業を兼業している投資信託委託会社の自己取引状況 (2025年９月23日～2026年３月23日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2025年９月23日～2026年３月23日) 

 

 該当事項はございません。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 
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○組入資産の明細 (2026年３月23日現在) 

 

銘 柄 
第34期末 第36期末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

フランクリン・テンプルトン・米国連続増配株マザーファンド 882,028 751,901 2,084,872 
 
（注） 単位未満は切捨て。 
 
 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参照ください。 

 

○投資信託財産の構成 (2026年３月23日現在) 

項 目 
第36期末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

フランクリン・テンプルトン・米国連続増配株マザーファンド 2,084,872 100.0 

コール・ローン等、その他 510 0.0 

投資信託財産総額 2,085,382 100.0 
 
（注） 評価額の単位未満は切捨て。 

（注） フランクリン・テンプルトン・米国連続増配株マザーファンドにおいて、当作成期末における外貨建純資産（5,050,281千円）の投資信

託財産総額（5,063,067千円）に対する比率は99.7％です。 

（注） 外貨建資産は、当作成期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、３月23日における邦貨換

算レートは1米ドル=159.52円です。 

 

  

親投資信託残高 
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○資産、負債、元本及び基準価額の状況 

項 目 
第35期末 第36期末 

2025年12月22日現在 2026年３月23日現在 

  円 円 

(A) 資産 2,154,078,147   2,085,382,827   

 フランクリン・テンプルトン・米国連続増配株マザーファンド(評価額) 2,150,623,223   2,084,872,540   

 未収入金 3,454,924   510,287   

(B) 負債 20,358,582   225,786,685   

 未払収益分配金 7,586,282   215,951,036   

 未払解約金 3,454,924   510,287   

 未払信託報酬 9,049,313   9,060,398   

 その他未払費用 268,063   264,964   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 2,133,719,565   1,859,596,142   

 元本 1,896,570,719   1,770,090,467   

 次期繰越損益金 237,148,846   89,505,675   

(D) 受益権総口数 1,896,570,719口 1,770,090,467口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 11,250円 10,506円 
 
＜注記事項＞ 

元本の状況 

当作成期首元本額 2,043,528,098円 

当作成期中追加設定元本額 25,668,268円 

当作成期中一部解約元本額 299,105,899円 

作成期末における１口当たりの純資産額は1.0506円です。 
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○損益の状況 

項 目 
第35期 第36期 

2025年９月23日～ 
2025年12月22日 

2025年12月23日～ 
2026年３月23日 

  円 円 

(A) 有価証券売買損益 163,558,065   92,810,412   

 売買益 171,542,049   98,697,192   

 売買損 △  7,983,984   △  5,886,780   

(B) 信託報酬等 △  9,317,376   △  9,325,362   

(C) 当期損益金(Ａ＋Ｂ) 154,240,689   83,485,050   

(D) 前期繰越損益金 11,056,932   146,236,208   

(E) 追加信託差損益金 79,437,507   75,735,453   

 (配当等相当額) (   15,540,737)  (   15,494,427)  

 (売買損益相当額) (   63,896,770)  (   60,241,026)  

(F) 計(Ｃ＋Ｄ＋Ｅ) 244,735,128   305,456,711   

(G) 収益分配金 △  7,586,282   △215,951,036   

 次期繰越損益金(Ｆ＋Ｇ) 237,148,846   89,505,675   

 追加信託差損益金 79,437,507   75,735,453   

 (配当等相当額) (   15,575,611)  (   15,533,304)  

 (売買損益相当額) (   63,861,896)  (   60,202,149)  

 分配準備積立金 157,711,339   13,770,222   
 

（注） 損益の状況の中で(A)有価証券売買損益は各期末の評価換えによるものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(B)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(E)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。

（注） 信託財産の運用の指図に係る権限の全部又は一部を委託するために要する費用として、委託者報酬（販売会社に支払う手数料を除いた

額）のうち、フランクリン・テンプルトン・米国連続増配株マザーファンドに対応する額の100分の96相当額を支弁しております。 

＜分配金の計算過程＞ 

決  算  期 第35期 第36期 

 円 円 

(A) 配当等収益(費用控除後) 16,918,756 20,267,079 

(B) 有 価 証 券 売 買 等 損 益 
(費用控除後、繰越欠損金補填後) 

100,362,614 63,217,971 

(C) 収 益 調 整 金 79,437,507 75,735,453 

(D) 分 配 準 備 積 立 金 48,016,251 146,236,208 

分配対象収益額(Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ) 244,735,128 305,456,711 

(１万口当たり収益分配対象額) (      1,290) (      1,725) 

収 益 分 配 金 7,586,282 215,951,036 

(１万口当たり収益分配金) (         40) (      1,220) 
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○分配金のお知らせ  

 第35期 第36期 

１万口当たり分配金（税込み） 40円 1,220円 
 
◇分配金をお支払いする場合 
分配金は各決算日から起算して５営業日までにお支払いを開始しております。 

◇分配金を再投資する場合 
お手取り分配金は、各決算日現在の基準価額に基づいて、みなさまの口座に繰入れて再投資いたします。 

◇分配金は、分配後の基準価額と個々の受益者の個別元本との差により普通分配金と元本払戻金（特別分配
金）にわかれます。分配後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合は全額普通分配金となります。 
分配後の基準価額が個別元本を下回る場合は、下回る部分に相当する金額が元本払戻金（特別分配金）、残
りの部分が普通分配金となります。 

◇元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時に個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金
（特別分配金）を控除した額が、その後の個々の受益者の個別元本となります。 

 

＜お知らせ＞ 

 

該当事項はございません。 
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